



































　⑶　What will you do if this building catches fire?




















































現代英語（Present English, 以下 PE）に通ずる 3 つ、つまり Indicative Mood（叙實法）、Sub-
junctive Mood（叙想法）、Imperative Mood（命令法）に分類している（p.22）。ただ、当時は
まだ時制に関してそれぞれを正確に説明する日本語での用語が確定していなかったようで、
「“Present Tense” = 『 直 感 直 叙 の 語 形 』、 “Present Perfect” = 『 確 認 確 述 の 語 形 』、“Past 






























えば be English Expression I Advanced および be English Expression II（いいずな書店）にお
いては、動詞について、それぞれ以下のように定義している。



































文法では CP; Complementiser Phrase）という範疇（category）として扱っている。
　典型例として定形を挙げる場合、文の定義とは、主格主語と、助動詞や be 動詞、または現在
形、過去形の屈折要素などの時制要素（Tense; T）を含む動詞から成ると考えられる。よって
文（節）とは、これらの時制要素 T を中心として拡大された TP（Tense Phrase）であり、さ
らに that や if または疑問副詞 whether など、TP を後続させる（TP を補部とする、と言う）構
成素である補文標識（Complementiser ; C）を TP の上位に置く（または主節である場合は不可
視の C として ø を置く）ことができることから、上述のように CP が文（節）である、というこ
とになる。略図で示すと下のようになる（Radford, 2016）（2）。
　⑸　［CP that ［TP we ［T are ［VP trying to help you］］］］　　（p.120）
　一方、不定形の場合も同様の構造を持つ。不定形では与格主語が for に続くことが要求され、
時制要素 T には to が入る（上述の通り、定形文では時制動詞、助動詞などが入る）（3）。後続する
VP は定形文と同様になるため、下の ⑹ ～ ⑼ で示す不定形節でも、範疇（category）上は、
⑸ と同じく CP である。よって定形・不定形問わず樹形図は同じであると言える（紙面の都合
上略図とした）。⑺ における PRO は空主語（null subject）を指し、不可視かつ音韻部門で発音
されない主語である。
　⑹　I will arrange ［for them to see a specialist］ （p.207）
　⑺　I will arrange ［ PRO to see a specialist］ （p.209）
　⑻　［CP for ［TP them ［T’ to ［VP see a specialist］］］］ （p.209）









3.2.1　学校文法での「SVO + to 不定詞構文」
　教科書を使って指導する際、我々英語教師の頭を悩ませる項目の一つに、「SVO + to 不定詞
構文」がある。これは「5 文型」としては扱わず、大抵の教科書や総合英語では「不定詞」の応






　want + 人 + to 不定詞「人に～してほしい」　tell + 人 + to 不定詞「人に～するように言う」
　　advise, ask, require, request, tell などの動詞を使う。
　　I was told to wait in front of the bronze statue. 〔受動態〕
　allow + 人 + to 不定詞「人に～することを許す」
　　allow, permit, enable などの動詞を使う。
　　We’re allowed to use a dictionary during the test. 〔受動態〕
　get+ 人 + to 不定詞「人に～してもらう」（force, compel は「無理やり～させる」）
　　How can I get you to believe me?（p.68）
　この教科書では、この後に続く make, let, have 型の使役動詞とは別の項目として使役動詞 get
（force, compel）を扱っているが、get だけは「SVO + to 不定詞構文」として扱っている。これ










見かけ上は to が可視化されているか不可視なのかの違いしか存在せず、大枠は「SVO + （to）不
定詞」という構文に収めることができている。よって、極小主義理論の学習負荷を無視すると、
語順の上では学習負荷を軽減できている可能性は否定できない。






3.2.2　極小主義理論での「SVO + to 不定詞構文」
　Radford（2016）では、不定形 CP を 3. 1 で示した ⑻ および ⑼ のように例示しているが、
前項で問題となった「SVO + to 不定詞構文」については、下のように扱っている（p.192）。な
お、 to は不可視かつ音韻部門で発音されないことを表す。
　⑽　I have never known ［Tom criticize anyone］ 
― 43 ―
統語論による英語学習者指導
　⑾　［TP Tom ［T’ to ［VP criticize anyone］］］ 
　⑿　I expect ［him to win］
　
　このように原形不定詞を間接目的語のあとに続ける know や知覚動詞の to は能動文では不可
視であるため to と表記され、音韻部門に送られた後も発音されないが、受動態の時のみ可視化
され、発音されると考えられる。
　さらに ⑽ は可視化された C である for を有することができない（for を入れると非文になる）
ため、最終的に ⒀ のように不可視の for を含む構造を持つと考えることができる。
　⒀　 ［CP ø ［TP I ［T have ［ADV never ［VP known ［CP for ［TP Tom ［T’ to ［VP criticize anyone］］］］］］］］］
　
　同様に考えると、⑿ のような「SVO + to 不定詞構文」は、以下 ⒁ および ⒂ の構造を有す
ると考えることができる（Af は affix を表す範疇であり後続の V に付着する。1SgPr は
first-person, singular-number, present-tense を表す）。
　
　⒁　［CP ø ［TP I ［T Af 1SgPr ［VP expect ［CP for ［TP him ［T’ to ［VP win］］］］］］］］］
　⒂　
　樹形図 ⒂ のように示すと逆に分かりづらくなるかもしれないが、「目的語＋原形不定詞構文」
である ⒀ と「目的語 + to 不定詞構文」である ⒁ は統語構造は同じであることが見て取れる。
　まとめると、不定形 CP では必ずしも for および to が可視化されていなければならないわけで
はなく、null for および null to が許される。そのことを考慮に入れれば、教科書で扱っているよ





















4.1　「SVO + to 不定詞構文」と使役動詞、知覚動詞








　また不定形節、たとえば代表的に for と to 不定詞が可視化されている CP を挙げると、3. 1 で
挙げた ⑻ および ⑼ により、定形 CP で that が入る位置に for が入り、助動詞や屈折語尾が入
る T の位置に to が入る点に注目させれば、構造が非常に似ている点に気付かせることも可能と
なり得る。












4.2.2　定形 CP と非定形 CP の構造理解と定着について
　定形・不定形までは、母語による補助が働き、大まかな概念を理解することは決して困難では












　また現在の英語表現ⅠおよびⅡでの記述と、文型指導から外れる「SVO + to 不定詞構文」な
どの扱われ方を、極小主義理論での立場と比較した上で、なるべく学習の早い段階において、日
本語においても英語においても述語は定形動詞であり、可視化された（つまり明示される）T を













（ 1 ） 修正版とも言える細江（1942）においては、この「定形動詞」という部分が「限定動詞」として訂正さ
れており、注に「Finite といふ語は、拉丁語の fīn ītus から來たものであるが、それは fīn īre（＝to limit）
なる動詞の過去分詞である。卽ち Finite Verb といふのは『（人稱及び數に於いて）限られたる動詞』の謂
である」との記述がある（p.30）。
（ 2 ） 本来は Radford（2016）では樹形図で示されているが、紙面の都合上、略図とした。
（ 3 ） Radford（2016）は、格付与条件については “A noun or pronoun expression is assigned （ i ） accusative 
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